
あ
と

が
き

私
が
『苫
小
牧
市
史
上
巻
・
下
巻
・
資
料
編
』
の
編
さ
ん
を
終
え
た
の
は
昭
和
五
十
二
年
(一
九
八
七)
三
月
で、
年
齢
は
四
一
歳

で
あ
っ
た。
こ
の
時、
私
は
大
泉
源
郎
市
長
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
若
輩
者
ゆ
え
に、
ま
た
経
験
不
足
ゆ
え

に、
満
足
の
いく
市
史
が
出
来
な
か
っ
た
の
で、
力
を
貯
え
た
時
に
も
う
一度
市
史
を
や
ら
せ
て
欲
し
い
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後、
私
は
行
政
資
料
室
長、
図
書
館
長
と
な
り
、
公
的
に
も
市
史
資
料
収
集
に
係
わ
る
仕
事
を
し
て
き
た
し、
地
方
史
団
体
に
も

所
属
し、
歴
史
研
究
を
続
け
て
き
た。
し
か
し
、
市
長
は二
人
も
交
代
し
て、
私
が
市
史
を
再
編
す
る
話
は
何
時
し
か
消
え
去
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
。

定
年
を
一
年
ほ
ど
前
に
し
た
あ
る
日
の
こ
と
、
対
馬
勝
成
社
会
教
育
部
長
(現
助
役)
か
ら
苫
小
牧
市
史
の
編
集
を
し
て
欲
し
い
と
の

話
が
あ
っ
た
。
私
は
も
う
一
度
『苫
小
牧
市
史
』
を
編
集
し
た
い
と
い
う
気
持
は
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で、
何
の
躊
躇
い
も
な
く
こ

れ
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

一
ヵ
月
後
、
私
は
鳥
越
忠
行
市
長
に
会
っ
て
、
編
集
方
針
と
内
容
を
説
明
し
た
。
私
は、
以
前
の
市
史
は
若
き
日
に
編
集
し
た
の
で
、

研
究
不
足
に
よ
る
誤
り
や
考
え
違
い
も
あ
り
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
に
よ
り
歴
史
観
が
変
わ
っ
た
も
の
も
あ
り
、
全
編
の
書
き
直
し
を
し

た
い
と
申
し
出
た。
し
かし
、
市
長
は
「前
の
市
史
の
続
き
だ
け
で
よ
い」
と
い
っ
て、
書
き
直
し
は
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た。

私
と
し
て
は、
ど
う
し
て
も
直
し
て
お
く
べ
き
箇
所
が
あ
り、
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
誌
と
し
て、
中
学
生
向
き
の
四
〇
〇
ペ
ー
ジ

ほ
ど
の
小
史
で
あ
る
『苫
小
牧
の
あ
ゆ
み』
の
発
刊
を
提
案
し、
市
長
の
了
承
を
得
る
こ
と
が
出
来
た。
た
だ
、
こ
の
小
史
編
集
は
あ
く

ま
で
も
略
史
で
あ
っ
た
から
、
私
の
歴
史
観
を
埋
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た。
そ
の
う
え、
か
な
り
の
手
間
が
か
か
り、
本
史
編
集
へ

の
時
間
的
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
少
な
か
ら
ず
後
悔
す
る
こ
と
に
な
っ
た。

あ
と
が
き
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

平
成
八
年
(九
六)
五
月
一
日
に
総
務
部
市
史
編
集
事
務
局
が
設
置
さ
れ、
「苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
設
置
規
則」
が
公
布
さ
れ
た
。

苫
小
牧
市
規
則
第
一六
号

苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
設
置
規
則

(設
置
)
第
一
条
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
誌
の
編
集
及
び
「苫
小
牧
市
史」
の
追
補
編
に
関
す
る
事
務
を
行
な
う
た
め、
苫
小

牧
市
史
編
集
事
務
局
(以
下
「事
務
局」
と
いう
。)
を
置
く。

(職
員
)
第
二
条
事
務
局
に
事
務
局
長
そ
の
他
必
要
な
職
員
を
置
く
。

第
三
条
事
務
局
長
は、
上
司
の
命
を
受
け、
事
務
局
の
事
務
を
掌
理
し、
所
属
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

(職
務)

2
そ
の
他
の
職
員
は、
上
司
の
命
を
受
け、
事
務
に
従
事
す
る
。

第
四
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か、
事
務
局
に
お
け
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
し
必
要
な
事
項
は、
別
に
定
め
る
。

(雑
則
)

付
則
こ
の
規
則
は
平
成
八
年
五
月
一日
か
ら
施
行
す
る
。
(以
下
略)

こ
れ
に
よ
り
市
立
中
央
図
書
館
内
に
苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
が
開
設
さ
れ
、事
務
局
長
に
堀
江
敏
夫
(市
立
中
央
図
書
館
長
兼
務
)、
編

集
員
に
三
上
豊
(元
苫
小
牧
西
小
学
校
長)、

高
橋
稔
(元
苫
小
牧
東
小
学
校
教
諭)
が
発
令
さ
れ
た
。

一
年
目
は
事
務
局
長
の
指
揮
に
よ
り、
資
料
収
集
に
当
た
り、
『続
苫
小
牧
市
史
年
表
』
を
発
刊
し
、
『新
聞
切
抜
綴二
三
〇
冊』
を
作

成
し
た
。

平
成
九
年
(九
七)
四
月
一
日
に
定
年
退
職
と
な
っ
て
私
は、
嘱
託
職
員
と
し
て
引
き
続
き
事
務
局
長
と
し
て
発
令
さ
れ、
市
史
編
集

に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
苫
小
牧
市
史
追
補
編
は
僅
か
二
十
五
年
と
い
う
短
い
期
間
の
歴
史
で
は
あ
っ
た
が、
工
業
開
発、
自
然
保
護
が
多く
の
事
項

に
絡
み
合
っ
て
、
難
し
く
多
彩
な
歴
史
事
項
を
引
き
ず
っ
て
い
る
事
実
を
知
っ
た
。
私
は
現
体
制
で
の
編
集
作
業
は
無
理
が
あ
る
と
悟
り、
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直
接
市
長
に
会
っ
て
編
集
員
の
一
名
増
員
を
お
願
い
し
了
承
を
得
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十
年
(九
八)
四
月
一
日
付
け
で
貝
出
邦
彦
編
集
員
(前
明
野
小
学
校
教
諭)
が
発
令
さ
れ、
新
し
い
編
集
体
制

を
組
み、
本
格
的
に
編
集
作
業
に
入
っ
た。
同
年
九
月
に
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
誌
『苫
小
牧
の
あ
ゆ
み
』
を
発
刊
し
た。

し
か
し
、
編
集
責
任
者
で
あ
る
私
は、
平
成
十
年
十
二
月
に
大
腸
ガ
ン
で
倒
れ、
手
術
を
含
み
四
十
日
間
入
院
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

た
め、
約
半
年
間
は
体
調
が
回
復
せ
ず、
編
集
作
業
が
大
幅
に
遅
れ
を
生
じ
、
発
刊
も
一
年
遅
ら
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ

た
。
私
は
助
役、
市
長
に
お
願
い
し
て
、
一年
延
長
を
認
めて
も
ら
っ
た。
た
だ、
事
務
担
当
者
から
人
員
削
減
し
て
や
っ
て
欲
し
い
と

言
わ
れ二
人
体
制
と
なり
、
私
と
貝
出
編
集
員
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た。

総
て
の
原
稿
が
出
来
上
が
っ
た
の
は、
平
成
十
二
年
(二
〇
〇
〇)
九
月
で、
ペ
ー
ジ
数
に
し
て
二
、
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
も
の

で
あ
っ
た。
さ
あ、
大
変
だ
、
こ
の
原
稿
を
規
定
の
一
、
七
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
絞
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い、
そ
れ
は
総
括
責
任
者
で
あ
る
私

の
仕
事
な
の
で
あ
る
。

こ
の
編
集
の
仕
事
は
毎
日
、
毎
晩、
原
稿
と
フ
ロ
ッピ
ー
を
自
宅
に
ま
で
持
ち
帰
り、
二
カ
月
間
の
作
業
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
私
自

身
の
も
の
を
含
め
て
、
不
要
な
も
の
は
節
ご
と
削
除
し
、
他
編
と
の
重
複
箇
所
は
ど
ち
ら
か
を
削
り、
短
く
書
き
替
え
た
も
の、
表
や
図

に
置
き
換
え
た
も
の、逆

に
書
き
加
え
た
も
の
も
あ
っ
た。
総
て
私
の
歴
史
観
に
よ
る
判
断
で
あ
っ
た
が、こ

う
し
な
け
れ
ば
規
定
の
ペ
ー

ジ
数
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ので
あ
る
。

各
編
集
員
に
は
深
く
お
詫
び
し
、
ご
理
解
を
頂
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
結
果、
最
終
執
筆
者
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

第
一
編
政
治
・
行
政

事
務
局
長
堀
江
敏
夫

第
二
編

第
三
編

教
育
・
文
化

産
業
・
経
済

編
集
員

三上
豊

稔
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苫
小
牧
市
史
(追
補
編)

第
四
編
社
会
・
衛
生

交
通
・
通
信

第
五
編

第
六
編

第
七
編
建
設
・
公
共
事
業

公
安
・
災
害
・
環
境

編
集
員

編
集
員

高
橋

敏
夫

編
集
員

事
務
局
長
堀
江

事
務
局
長
堀
江
敏
夫

高
橋

貝
出
邦
彦稔

事
務
局
長
堀
江
敏
夫

二
度
目
の
市
史
編
集
で、
あ
る
程
度
の
自
信
と
余
裕
を
持
っ
て
い
た
私
で
は
あ
っ
た
が、
途
中
で
病
に
倒
れ
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
、

思
う
よ
う
に
捗ら
ず
、
後
半
は
焦
り
の
毎
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一つ
に
昭
和
五
十
年
以
降
の
苫
小
牧
の
歴
史
は、
そ
の
数
(歴
史

事
項)
に
お
い
て
驚
く
ほど
多
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も、
工
業
開
発
と
自
然
保
護
と
い
う
相
対
す
る
問
題
が
絡
み
合
い、
人
間
性
を

浮
き
彫
り
に
し
た
生
活
史
を
含
む
事
項
が
多
い
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め、
総
て
の
編
集
員
がペ
ー
ジ
数
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
た

の
で、
止
む
を
得
ず
圧
縮、
削
除
し
な
け
れ
ば
なら
ず
、
欠
け
て
し
ま
っ
た
項
目
も
あ
る。
た
だ、
この
部
分
に
つ
い
て
は、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
部
課
や
施
設、
官
公
庁、
企
業、
団
体
等
に
お
いて
、
冊
子
や
出
版
物
を
出
し
て
い
る
の
で、
詳
し
く
は
図
書
館
等
に
お
い
て
参

照
さ
れ
た
い。
計
画
時
の
目
次
を
み
る
と
、
約
一ペ
ー
ジ
分
の
項
目
が
落
と
さ
れ
た
こ
と
な
っ
た。
特
に、
公
共
事
業
は
後
が
な
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
苫
小
牧
港
と
苫
東
開
発
に
絞
っ
て
終
わ
り
と
し
た
。
編
集
の
不
備
も
重
ね
て
お
詫
び
し
た
い。

と
も
あ
れ、
苫
小
牧
市
史
追
補
編
の
編
集
を
無
事
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
た。
こ
の
編
集
に
当
た
り
多
く
の
人
び
と
のご
声
援、ご

協
力
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

苫
小
牧
市
史
編
集
事
務
局
長
堀

江
敏

夫
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三
年
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日
発
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州
版
市
史
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行

編
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苫
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